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職員数 構成比率 施療人員数 構成比率 施設人員数 構成比率
泉 橋 慈 善 病 院 163 52.58 1553 56.15 1454 52.58
東京済生会病院 61 19.68 1022 36.95 544 19.68
聖路加国際病院 86 27.74 191 6.91 767 27.74








































































































































































































































































































































































































































































３） 生江孝之が米国を調査した翌年の1921（大正10）年、内務省衛生局は、Richard C. Cabot博士（1920）
の『医師と社会事業－医師と社会事業員の接触範囲に関する論文』（原題“Social Work: Essays 
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